2011年3月5日（土）インド大使館
テ－マ:「トリグナの超越」　
　2月のバガヴァッド・ギーターの講話では、サットワ的、ラジャス的、タマス的とはどういうことであるのかという話をしました。サットワ的・ラジャス的・タマス的な喜び、サットワ的・ラジャス的・タマス的なグナについて詳しい説明をしました。バガヴァッド・ギーターの中にその説明があります。神、人間、動物、すべての生き物についてそのグナの影響があり、誰も例外ではあり得ません。なぜならプラクリティはすべての物、すべての生き物を作ったからです。プラクリティの中にもともとその3つのグナがあります。第14章でいまから我々はそれらのグナについて勉強をします。グナットラヤ・ヴィバーグ・ヨーガハ(Gunatrayavibhagayogah)。三性質識別の道。3つのグナについて少し話をします。最初に一つのことを考えなければなりません。すべての性質（グナ）は鎖－チェーンです。サットワは金のチェーン、ラジャスは銀のチェーン、タマスは鉄のチェーン。ですけれどもチェーン（鎖）であることに変わりありません。金の鎖、銀の鎖、鉄の鎖。ではチェーンの働きは何でしょうか。我々を縛ることです。サットワ的性質も我々を縛ります。ラジャス的な性質も我々を縛ります。タマス的な性質も我々を縛ります。その性質は変わりません。もし、あなたが私を銀の鎖で縛るとします。私は喜ぶでしょうか。そんなことはありません。なぜなら自由がなくなるからです。皆さんの一番欲しいものは何でしょうか。自由です。例えばもし神奈川県の寿町に行きますと、そこでホームレスの方達が最初に必要なものは食事ですね。もちろんそうです。次は服とその他いろいろ。けれど世俗的なものをたくさん得ても、最終的にそれで満足することはできない。なぜなら自由がないからです。世俗的なすべてのものがあったとします。お金、家、服、とても良い家族、多くの友人。ですけれども心は虚しく、からっぽです。なぜなら本当の自由がないからです。普通の自由ではありません。本当の自由です。自由にもいろいろあります。政治的自由、経済的自由、社会的自由、宗教の自由。いろいろ自由はありますが、一番大事な自由はスピリチュアルフリーダムです。宗教の自由とは、自分の意思で信仰する宗教に従うということです。それが普通の意味での宗教の自由です。霊的な自由の意味はそれとは違います。霊的な自由の意味は無知がなくなるということです。それが霊的な自由です。それが宗教の自由と霊的な自由の違いです。皆さん誤解しないでください。ときどき宗教とスピリチュアリティを同じ意味で使っていますけれども、この場合は全然違います。一番高い自由が霊的な自由です。無知がある。それで束縛がある。束縛から解放されたい。それが一番高いレベルの自由です。それが一番欲しい自由です。我々はそこに至るまでは喜びません。本当に幸せではない。それから先ほど言いました金の鎖も鎖です。銀の鎖も鎖でしょう。花の鎖も鎖です。本当の自由ではない。ヒンズー教ではそれが束縛なら金であろうが鉄であろうが区別することはありませんし、聖典が強調するのは「私の本性は自由」ということです。永遠です。無限です。私の本性、魂、内なる自己の本性は自由です。そして人間の目的、人生の目的は天国に行くことではありません。普通、宗教の中には天国、天国、天国、とありますが、それらの目的は何でしょうか。どうして我々は霊的な実践をするのでしょう。どうして神様の名を呼ぶのでしょう。天国に行くためです。ヒンズー教の中にもそのことはありますが、最終目的ではありません。最後の目的は自由。フリーダム。ムクティ(Mukti)。解脱。仏教も一緒です。あなたの、私の本性は自由です。
しかしもしそのことが正しいならば、どうして我々の今の状態は束縛でいっぱいなのでしょう。矛盾ではないでしょうか。一つ言えることは、私は自由、あなたも自由、みんな自由です。しかし今の状態はどうでしょうか。束縛された状態。どうしてその状態になったのでしょう。皆さん大きな問題です。私がもし本当にブラフマンでしたら、絶対の真理、絶対の至福、絶対の存在です。自由、永遠、無限です。しかしどうしていつも苦しみ、悲しみ、恐れ、恐怖、束縛された状態なのでしょうか。
バガヴァッド・ギーターの言うことには、第14章グナットラヤ・ヴィバーグ・ヨーガハでは、我々は本当に自由であり、本性は自由ですけれども、プラクリティが我々を縛るのです。プラクリティが犯罪人なのです。プラクリティは我々を縛ります。根本エネルギーは我々を縛ります。そのことを考えれば我々の理解は50％正しい。残りの50％は正しくない。なぜなら、プラクリティの一つの部分が我々を縛りますけれども、もう50％の他の半分で我々を解脱の道に導きます。解脱の道を見せてくれます。それは我々の選択です。サットワプラクリティは我々に解脱の道を見せてくれます。ですが本当に解脱まで導くことはできないのです。少しは導きます。責任はプラクリティにあるのです。我々のいまの状態の責任は本当にプラクリティにあります。プラクリティとは何でしょう。サットワ、ラジャス、タマスがバランスした状態にある時、プラクリティは存在しているのですが認識出来ません。それがプラクリティです。もし、3つのグナ、サットワ、ラジャス、タマス、の均衡が少し崩れると、創造のプロセスが始まります。3つグナのバランスが崩れると落ち着きがなくなり、創造のプロセスが始まります。この宇宙の創造です。バランスの意味は例えば何でしょうか。皆さん少し考えて下さい。サットワも100、ラジャスも100、タマスも100、それが少しバラバラになると、サットワ80％、それからラジャス50％、タマス10％、そのバランスが崩れます。その時、創造のプロセスが始まります。創造のプロセスが始まるという意味は、創造、維持、破壊、もちろんそれですね。そのサイクルです。創造（creation）、維持(reservation)、破壊(destruction)そのプロセスが始まります。プラクリティの中のグナのバランスがバラバラになるとき、我々の問題は始まります。
次の質問は、どうしてバランスが崩れるのかということです。どうしてバランスがバラバラになるのでしょうか。ひとつの答えは、創造のプロセスが始まるから崩れるということです。ではどなたの考えでプラクリティのバランスが崩れるのでしょうか。それに関しての理論がいろいろあります。一つの説は、神様の意思だから。絶対の真理、意思、願い。普通の人には願いがあります。普通の人は全体的ではありません。我々は個々意識があります。ブラフマンの中にその考えはありません。ブラフマンは全部、全体的です。全体的であるブラフマンにどうしてその願いや考えが起こったのでしょう。その答えは遊びです。ブラフマンは遊びたい。どうしてブラフマンは遊びたいのでしょうか。答えはありません。一つ言えることは、ブラフマンは一番最初からずっと一人でした。一人でしたから少し寂しかった。寂しかったから自分以外に友達やいろいろな物があったほうがいい、遊びたいと思い、ブラフマンは自分を分けて遊ぶことにしました。一人では遊びはできないですね。遊びのために他の人が必要でしょう。他の物、他の人。自分で自分の遊びはできません。ブラフマンは最初考えました。私は一人だからちょっと遊びたい。そう考えてブラフマンは自分からこの宇宙を創造しました。「なんてすばらしい世界だろう。」ブラフマンの中にその考えが生まれました。「私はたくさんのものになろう。私は自分をたくさん創造しよう。」ウパニシャットの有名な表現です。その考えで創造のプロセス、プラクリティのグナがバラバラになりました。プラクリティのグナ。プラクリティは無意識です。無意識。プラクリティは自分の願いを実現できないでしょう。自分をバラバラにできない。なぜならプラクリティは本当に物質です。無意識です。この場所からあの場所へ動きたい。しかし動くことができない。そのためにはもし意識がある人が、こちらからこちらに動かすと引越しができます。自分からはできません。プラクリティも同じです。サットワ、ラジャス、タマス、皆それは同じです。無意識です。自分で自分をバラバラにできない。そのために絶対の真理が純粋な意識ですから、純粋な意識の願いが必要でした。その願いでトリグナのプラクリティの中のバランスがバラバラになりました。そのとき創造のプロセスも始まりました。サットワ、ラジャス、タマスの均衡も崩れた結果、その影響でさまざまな状態が現れました。
第14章の中にその話があります。三性質はどのように我々を縛るでしょうか。その影響で我々はどのように再生するでしょうか。そのトリグナ、サットワ、ラジャス、タマス、の影響で、我々の再生、来世はどのようになるでしょうか。もし我々が永遠な幸せを欲しいならば、自由が欲しいならば、すべてのグナを超越しなければなりません。その話が書かれています。すべてのグナを超越しなければ永遠な幸せ、平安、自由はない。それについては二つの道があります。その道は何でしょうか。第14章の中に一つの説明があります。識別の道。すべてのグナは私の性質ではない。私はアートマンです。私はいつも自由です。私は純粋です。その識別をすればグナの影響は我々の中になくなります。識別の道、識別のやり方、識別の方法は第14章の中にあります。
また、もう一つの道があります。その3つのグナの影響から我々はどのように離れられるでしょうか。それは第18章の中にあります。それは本当におもしろい別の方法です。例えば我々にはいろいろな仕事があります。昔インドで４つのカーストがありました。ブラーミン(Brahmin)、クシャトリヤ(Kshatriya)、ヴァイシャ(Vaisya)、シュードラ(Sudra)。ブラーミンは例えばお坊さんのような仕事。聖典の勉強、聖典を教える、儀式を行う、霊的な実践をする、それはいつもブラーミンのカーストの仕事です。クシャトリヤ、このカーストの仕事は日本の侍のようなものです。侍は戦をします。国を支配します。それから例えば、軍隊、警察、それはすべてクシャトリヤの仕事。皆さんを守ります。他の国の敵から自分の国を守ります。次のカーストはヴァイシャ。例えば商業。農園の仕事。商業と農業はヴァイシャ。最後はシュードラ。お世話の仕事。例えば床屋さん、靴を作っている人。すべてのカーストの人々は自分の仕事、自分の義務をして、その３つのグナを超越します。それは第18章の中にあります。それはあとで説明をします。
最初に我々は１4章グナットラヤ・ヴィバーグ・ヨーガハを勉強します。第14章の中の第5節を見てください。
サットヴァン　ラジャス　タマ　イティ　グナーハ　プラクリティ・サンバヴァーハ

/ニバドナンティ　マハー・バーホー　デーへー　デーヒナム　アッヴャヤム//5

サットワ、ラジャス、タマスの三性質は、すべてプラクリティから生じ、不滅の霊魂（魂）を体にしっかりと縛りつけているのだ。勇者アルジュナよ！
誰を縛るのでしょうか。アートマン。Avyayam(アッヴャヤム)。その言葉を見てください。デーヒナム　アッヴャヤム　書いてありますね。ニバドナンティ　マハー・バーホー　デーへー　デーヒナム　アッヴャヤム
アッヴャヤは自由。絶対の真理。内なる自己。内なる自己をこの体の中に縛ります。この節の中にそのことが出ています。元々我々の本性は本当に自由です。永遠。無限。ですけれども現実には縛られています。我々の中に永遠な存在はありますけれども、3つの性質、サットワ、ラジャス、タマスはそれを縛ります。サットワ、ラジャス、タマスはどこから来ていますか、どこから生まれていますか。プラクリティから生じています。次にサットワの性質はどのように我々を縛りますか。ラジャスはどのように縛りますか。タマスはどのように縛りますか。それもいまから説明します。これから第6節を皆さん見てください。
タットラ　サットヴァン　ニルマラットヴァート　プラーカーシャカム　アナーマヤム
スカ・サンゲーナ　バドナーティ　ジュニャーナ・サンゲーナ　チャーナガ//6

これらの中でサットワは、清らかで光り輝く無垢の性質ではあるが、幸福を求め知識に憧れるということで肉体をまとった魂を束縛する。おお、罪なき者（アルジュナ）よ！

　これはサットワです。金のチェーン。サットワはどのように我々を縛りますか。それをいま説明します。ニルマラ（Nirmala）、そうです。サットワの特徴は何でしょうか。ニルマラです。その節の中にありますね。タットラ　サットヴァン　ニルマラットヴァートそれからプラーカーシャカム　皆さんわかりましたか。プラーカーシャカム。それからアナーマヤム。プラーカーシャカム　アナーマヤム。スカ・サンゲーナ　バドナーティ　ジュニャーナ・サンゲーナ　チャーナガ。チャーナガがアルジュナですね。タットラ　サットヴァン　ニルマラットヴァート
最初はニルマラ。それからプラーカーシャカム(Prakasakam)、アナーマヤム(Anamayam)。いろいろな特徴。サットワの性質の最初はニルマラです。とてもきれい。欠点がなにもない。それからプラーカーシャカム。プラーカーシャカムの意味は現れるということ。とても透明な。例えばクリスタル。クリスタルは透明です。とても透明。例えば赤いものがありますと、それのクリスタルは赤くなります。なぜならとてもとても透明ですから。もう一つ考えて下さい。例えばグラス。グラスの中に炎があります。とても炎はきれいに見えます。なぜならグラスはとても透明ですから。グラスが透明ですから中のものは、はっきり見えます。ですけれどもグラスがあります。グラスという障害物があるので炎は触ることができません。アートマンが炎です。サットワはグラスです。サットワの中のアートマンを見ることはできますけれども本当にさわることはできない。この例がわかりますか。皆さん。私と炎の間の何が障害でしょうか。グラスでしょう。それがサットワです。サットワの特徴はニルマラットヴァート　プラーカーシャカムですけれども障害です。我々を縛ります。障害と縛りは同じ意味で使っています。サットワ自体はアナーマヤムです。アナーマヤムは苦しみがない、悲しみがない、という意味です。サットワ自身の特徴はアナーマヤム。サットワの影響で、苦しみはなくなります。しかしとても高い性質、とても良い性質はありますけれども、サットワもアートマンを縛ります。内なる自己を縛ります。どうして縛りますか。どのように縛りますか。サットワの性質の影響で、人はいろいろなこと良く知ることが出来ます。スカ・サンゲーナ、次のラインは何でしょうか。スカ・サンゲーナ　バドナーティ　ジュニャーナ・サンゲーナ　チャーナガ。第6節スカ・サンゲーナ、ジュニャーナ・サンゲーナ。二つ。スカとジュニャーナ。二つのもので縛ります。スカとジュニャーナは何でしょうか。サットワ的な人は次のような考えを持ちます。自分はとても喜びに満ちている。例えば知性的な喜び。それから道徳的な喜び。もし人が本当に道徳的になりますと非利己的になりますと他の人を助けるようになります。その喜びは普通の世俗的な喜びではない。本当に高いレベルの喜び。普通の例えばおいしいものを食べる、それも喜びですがその種類の喜びはとても低いタイプの喜びです。今話しているのは本当に高いレベルの喜びです。サットワ的な人の喜びです。サットワ的な人の喜びはラジャス的な人の喜びより高い性質のものでしょう。道徳的な楽しみ、霊的な楽しみ、知性的な楽しみ、その種類です。それは感情にも出ます。おお、私は本当に喜びに満ちている。例えばタマス的な人の喜びはいっぱい寝ることですが、サットワ的な喜びは、その種類の喜びではありません。それからもう一つは、私はジュニャーニー(Jinani)ですね。ジュニャーニーはたくさんのことを知っています。もし我々の心がきれいになり感覚を制御すれば、理解も深くなります。人、物、仕事、全部について本当に深く、いろいろ考えることができます。深く理解ができます。サットワ的な人の知識が増え、大きくなると、それは感情に現れます。ああ、私は多くのことを知っています。知識がいっぱい、喜びもいっぱい。そうでしょう。サットワ的な人の知識はいっぱいでしょう。なぜなら心はとても純粋、きれい。理解も深い。知識もいっぱい。喜びもいっぱい。このような考えをいまはっきり理解してください。この種の考えは最後に執着になります。もう進むことができない。なぜならこのような喜び、考えの源は心だからです。心と自我からその考えは生まれます。おお、私はとても喜びに満ちている、私は賢い人です。このような考えは自我から生まれます。心から生まれます。アートマンからは生まれない。内なる自己から生まれない。喜びの源は何でしょうか。それが大事です。喜びの源は純粋なアートマン。それがひとつです。純粋なアートマンは喜びの源。もう一つの喜びの源は自我と心。この場合は、サットワ的なスカの源は自我です。エゴ。ですから永遠ではない。そしてそれも最後に執着になります。執着になりますとアートマンを縛ります。それがプロセスです。サットワ的な人も性質も、人をそのようにサットワ的なグナで縛ります。パタンジャリのヨガスートラの中にそのことがあります。例えば瞑想。いろいろ瞑想の段階が進んでいきます。自分の霊的なレベルはとても高くなります。そのとき一つの考えが生まれます。おお、私は霊的レベルがとても高い。私は本当に喜びに満ちています。もしそのように考えてしまうと、更に先には進まない。進むことができない。それは一つの束縛と言えます。パタンジャリの予言では、「もしそのような考えが起こったとしても、それに執着せず更に進んでください。」と言っています。なぜなら本当にその種類の考えはアートマンから生まれない。例えば普通の苦行者ではない本当に高いレベルの苦行者にも、自分の今の状態は悟りに向かって進んでいてこのままで何も問題ない、というような考えが時々起こりますね。時々自己満足に陥ります。それも最終的な障害です。そのような考えがあれば更に進むことができない。悟りまで行くことができない。それも一つの障害です。障害と、縛り、同じ意味です。スカ・サンゲーナ　バドナーティ　ジュニャーナ・サンゲーナ。バドナーが縛ります。そしてとても大事なことはなんでしょうか。自覚。自覚がとても大切です。いまの状態は十分ではない。更に進まなければならない。悟りまで行かなければならない。進まなければならない。自覚はとても大切。そうしないと進歩が止まってしまいます。そしてもちろんサットワ的な性質の影響で心は静かになります。平和になります。知識の状態も生まれます。いろいろなことがたくさんわかります。幸せにもなります。けれども最後の状態ではない。自由の状態ではないのです。これは気をつけなければならない。皆さんも幸せがちょっとありますと十分です。自己満足。とても良い日本語ですね。自己満足。時々私たちは自己満足になります。もういい。しかし霊的な生活は、悟りまで終わりはありません。止まってはいけない。もちろん、幸せ、喜び、知識、経験がありますけれども、止まらないでください。なぜならそれは執着です。悟りの障害です。悟りまではそれも障害なのです。
　次はラジャス。ラジャスの性質は何でしょうか。第7節。

ラジョー　ラーガートマカン　ヴィッディ　トリシュナー・サンガ・サムッドバヴァン/
タン　ニバドナーティ　カウンテーヤ　カルマ・サンゲーナ　デーヒナム//７

またラジャスは、情熱の性質ではあるが、欲求と執着の心を生じ、人を物質的利益のある仕事に縛りつけることを知るがいい。おお、クンティー妃の息子（アルジュナ）よ！

　ラジャスの中には何がありますか。一つはラーガー(Raga)。ラジャスの性質はどのように我々の内なる自己を縛りますか。その一つはラーガー。それからトリシュナー(Trishna)。それからトリシュナー・サンガ。アサンガ(Asanga)。それからカルマ・サンゲーナ(Karmasangena)　デーヒナム(Dehinam)。ラーガーは何でしょうか。強い欲望のこと。もちろん好ましくない感情、好ましくない考えです。ちょっと悪い感じです。この強い傾向、それがラーガーです。世俗的なものを求める強い傾向です。トリシュナーは何でしょうか。渇望です。これはサンスクリット語の言葉ですね。それからパーリー語ではトンハー。仏教の聖典の中にもそのことがいつも出ています。トンハー。トリシュナーと同じことです。お釈迦様はいつもトンハーのことを話していました。トンハーという言葉はトリシュナーから来ました。我々はいろいろなものを欲しがります。いまのところ持っていない物が欲しい。それがトリシュナー。それからアーサンガ。いつも世俗的なものですね。普通の人が世俗的なものが欲しいならば、その考えはトリシュナー、渇望です。トリシュナーでラジャス的な性質は内なる自己を縛ります。これが欲しい、これが欲しい、これが欲しい。もう一つは何でしょうか。アーサンガ。トリシュナー・サンガ。皆さん見ていますか。トリシュナー・サンガ・サムッドバヴァン。トリシュナーとアーサンガをあわせてトリシュナー・サンガ。アーサンガは何でしょうか。いまあるものを私はずっといつも持っていたい。一つはないもの、もう一つはあったもの。ないもののための欲望、それがトリシュナーです。いまあるお金、友達、世俗的なもの、それをずっと持っていたい。それもアーサンガです。トリシュナーとアーサンガ、その二つの感情でラジャス的な性質は内なる自己を縛ります。なぜなら最初はこれが欲しい、という考えが起こりますね。欲しいならばその願いを満足させたいでしょう。満足するために棚から牡丹餅はできない。いろいろやらなければならない。頑張らなければならない。そのために始まるのがカルマです。カルマが始まるとカルマの結果も生まれます。カルマの結果で時々欲しいものが得られます。時にはそれは得られません。得られないときまた頑張ります。それがずっと続きます。最初は願い。それのカルマ。カルマの結果。カルマの結果からまた願い。その感じでずっと。今生我々の願いを全部満足させることはできませんから次の来世に続きます。それだけではなく結果も、カルマの結果も、楽しみや苦しみの全部を今生で受け取れません。その結果もたぶん来世で楽しめます。苦しみます。満足するだけではなく、我々の良い、もしくは悪いカルマの結果を経験しなければならない。今生でできないので来世が必要です。そのままでずっと続かなければならない。それがトリシュナーとアーサンガです。それから何でしょう。カルマ・サンゲーナデーヒナム。いろいろなカルマの働きが表れます。カルマ・サンゲーナデーヒナム。アートマンは願いの網に捕まります。その状態になります。
　次の性質、第8節、タマス的な性質はどのように我々の内なる自己を縛りますか。

タマス　トゥ　アジュニャーナ・ジャン　ヴィッディ　モーハナン　サルヴァ・デーヒナーム/　プラマーダーラッシヤ・ニッドラービスタン　ニバドナーティ　バーラタ//8
さらにタマスは無知から生じ、肉体を持つ肉体を持つあらゆる者を惑わすし、誤解、怠惰、多眠という性向によって人の霊魂を縛りつけてしまう、ということを知るがいい。おおバーラタ王の子孫（アルジュナ）よ！

　タマス的な性質はどのように我々を縛りますか。まずタマスの原因は何でしょうか。最初は無知です。無知は知識の反対。知識の反対は無知です。タマス的な性質の源、原因は何でしょうか。無知ですね。何が正しいか、正しくないか、わからない。何が自由か、どのように自由が得られるか、どのように束縛は生じるか、わからない。本当の喜びの源は何であるか、わからない。調和、不調和、いろいろわからない。全然理解ができない。そして幻惑に囚われます。最初はいろいろ理解することができない。次には幻惑に陥ります。幻惑とは何でしょうか。例えば永遠なものを誤解して一時的なものと考えます。一時的なものを誤解して永遠なものと考えます。有限なものを誤解して無限なものと考えます。いつも反対。それが幻惑。先ほど言いましたが、モーハナンはそれです。例えば一番代表的な例としては、私は肉体であるという考え。幻惑の例を探すためにあちこちに行くことは必要ではない。自分が例です。私は肉体です。私は心。私は生命エネルギー。私は感覚。私は知性。このような考えが幻惑の一番代表的な例です。正しくは何でしょうか。「私の内なる自己はアートマンである」。これが正しい。スワミ・ヴィヴェカーナンダの考えでは我々の一番の間違いはこの種の考えだけです。一番大きな間違った考えは「私は肉体である」ということです。これが幻惑です。正しくは何でしょう。「私はアートマンである」です。内なる自己です。純粋なアートマンです。では先程の間違った考えはどうして生まれたのでしょう。タマス的な性質の影響でこの種類の幻惑に囚われます。その結果は間違った考え、間違った理解、怠け、睡眠です。タマス的な性質は内なる自己、魂を縛ります。
第9節

サットヴァン　スケー　サンジャヤティ　ラジャハ　カルマニ　バーラタ/　ジュニャーナム　アーヴリッテャ　トゥ　タマハ　プラマーデー　サンジャヤティ　ウタ//9

サットワは人を幸福に結び付け、ラジャスは人を仕事に結び付けるが、タマスは人の識別力を曇らせ、誤謬に結び付けてしまう。バーラタ王の子孫（アルジュナ）よ！

いま少し結論を見ましょう。最初は束縛のことを言いましたね。サットワ性が大きくなるとき喜びが生まれます。楽しみが生まれます。それが特徴です。もちろん普通の喜びではない。高いレベルの喜びです。それからラジャス的な性質の特徴は何ですか。たくさんの働き。働きのことでいっぱい。タマス的な性質は何でしょうか。これはいろいろな間違いのこと。すべては本当に内なる自己を縛ります。アートマンを縛ります。次の第10節。
ラジャス　タマシュ　チャービブーヤ　サットヴァン　バヴァティバーラタ/　ラジャハ　サットヴァン　タマシュ　チャイヴァ　タマハ　サットヴァン　ラジャス　タター//10
おおバーラタ王の子孫（アルジュナ）よ！時にはサットワが優勢でラジャスとタマスを制したり、時にはラジャスが優勢でサットワとタマスを抑えたり、またある時はタマスがサットワとラジャスを支配したりする。

この考えはちょっとおもしろい。例えばある人にはずっとサットワ性だけしかないということはない。ずっとラジャス性だけ、タマス性だけということもない。時々混ざります。時にある性質は他の性質より顕著になります。ある時サットワはラジャス的、タマス的な性質より顕著になります。時々ラジャス、時々タマスというだけではなくある日、今日一日についてだけその可能性もあります。例えば朝、とてもタマス的です。10時までずっと寝ます。10時まで、11時までかもしれない。その時には何が支配的ですか。最も強い性質は何ですか。タマスです。その時タマス的な性質はラジャスやサットワより顕著になります。次に働きが始まります。働きが始まりますと、ラジャス的です。ラジャスでいっぱい。戦い。戦場のようです。そのときはたくさんのラジャス。活動。頑張らばければならない。走っています。話しています。電話をしています。コンピュータのタイピング。とてもラジャス的。ラジャスでいっぱい。食事の時間もないです。その時は何でしょうか。ラジャス的な性質はタマスやサットワより顕著になります。普通の人は大体そのままでその日は終わりです。サットワはあまり現れない。時々タマスが支配的、時々ラジャス的、サットワはあまり現れない。苦行者は違います。苦行者は朝起きて瞑想をします。神様のことを考えます。それは本当にサットワ的でしょう。それだけではなく誰かのお世話をします。寿町に行き、お世話をします。それもサットワ的でしょう。なぜなら非利己的ですから。非利己性は本当にサットワ的な性質。他の人のことをもし考えれば、お世話をすればそれはサットワ的です。想像するという行為の中にももちろんサットワ的なものの可能性があります。そう考えると、バガヴァッド・ギーターのサットワ的、ラジャス的、タマス的性質はそれぞれがずっと一定ではない。それは変化します。なぜこの三性質は大事ですか。それはこの三性質は基準のようなものだから。この基準を勉強すれば自分の状態を理解することができます。いま私の状態はタマス的。タマス的な状態ですからもちろん気をつけなければならない。さっき言いましたね。自覚。これらは我々の状態を自覚させてくれます。私はいまタマス的な状態になっています。良くない。タマス的な状態は一番低いですから。後で困ります。今から気をつけなければならない。そのためにバガヴァッド・ギーターのその種類のディスカッションがとても大事です。それがないと自分の状態がわからないでしょう。内省するために、その種類のディスカッションはとても助かります。バガヴァッド・ギーターのタマス的、ラジャス的、サットワ的なディスカッションはとても実践的です。それでは第11節。
サルラヴァ・ドヴァーレーシュ　デーへスミン　プラカーシャ　ウパジャーヤテー/

ジュニャーナン　ヤダー　タダー　ヴィッデャード　ヴィヴリッダン　サットヴァン　イティ　ウタ//9

肉体のあらゆる感覚器官（目耳鼻口肛門生殖器など）を通して、智慧の光が輝き出るのは、サットワが優勢な時である、と知るがいい。

この意味は、例えばある性質、サットワ的な性質がだんだん増えているとします。そのしるしは何でしょうか。もしくはラジャス的な性質、タマス的な性質がだんだん増えます。そのしるしは何でしょうか。それがバガヴァッド・ギーターにあります。その話が出ています。なぜなら目的は内省をする、気をつけることだからです。もしあなたが苦行者で自己成長がほしいなら、目的は自己成長ですからそれが大事です。皆さん本当に自己成長が欲しい。自分自身が成長したい。どのようにしますか。時々混乱します。わからない。そしてバガヴァッド・ギーターはその助けになります。導いてくれます。例えばその導きをチェックをして、自分のタマス的な性質がいまだんだん増えているなら、本当にいま気をつけなければならない。そうしないとまた変化がとても難しくなります。チェックリストというものがありますね。皆さんも仕事でチェックリストがありますね。朝最初は今日のスケジュールの確認。まずこれをやる、次はこれ。仕事だけではなく、自分の性質についてもチェックリストは必要です。自己成長のために、内省のために、チェックリストは必要です。ギーターはとてもすばらしいチェックリストです。なぜなら我々の目的は幸せでしょう。お金ではない。働きではない。幸せです。だからチェックリストで確認しなければならない。今日ここまで。ありがとうございました。
では今日の話についてもし質問があればどうぞ。

（質問）

アートマンはブラフマンと一体であるにも拘わらず、プラクリティの三次元の低い要素になぜアートマンが常に縛られているのでしょうか。
（答え）

これはおもしろい質問です。皆さんわかりますね。最初に言いましたが、プラクリティは内なる自己を縛ります。本当に縛ります。そう見えます。例えば反射がありますね。例えば一つのお皿の中に水があります。考えてみて下さい。風があるとき、例えば川の水に太陽が反射していますね。皆さん想像して下さい。川の水に太陽が反射しています。風があるとき、その反射をどのように我々は見ていますか。その反射は揺れます。しかし太陽は、純粋な太陽は揺れますか。揺れないでしょう。しかし太陽の反射は揺れます。なぜか。なぜなら風の影響で。風の影響で太陽の反射、例えば太陽は揺れています。揺れていますけれども本当の太陽は揺れません。内なる自己はそうです。プラクリティは内なる自己を、例えばサットワ的、ラジャス的、タマス的、いろいろな性質で縛ります。しかし、本当は縛りません。縛ることはできないのです。無知がその考えを産み出します。なぜなら我々は無知で、内なる自己はその種類の状態、サットワ、ラジャス、タマスを同一視しています。認識しています。間違って同一視してその考えに囚われます。おお、私は喜んでいます。いま苦しんでいます。悲しんでいます。その状態にあります。それが一つのポイントです。我々は間違った考えで同一視しています。例えば子供はその種類の反射、揺れる反射を見て、おお、太陽は揺れていますと思う。その考えは子供の考えでしょう。間違った考えです。賢い人はそう思いません。それは反射だと考えます。それは子供の考えです。そのことを賢い人は言います。あなたのこの考えは間違い。なぜなら見てください。あれが本当の太陽です。太陽は何も変化がないでしょう。太陽はいつも同じです。ですから本当の太陽の変化はないのです。純粋な意識は変化できません。純粋なアートマンは変化できない。いつそのことがわかりますか。悟ったあと。頭で理解することもできますけれども本当にそのことを深く理解できない。なぜならまた間違った考えが生まれます。頭での理解。本当の理解はそれと大きく違います。ですけれども最初は頭での理解が大事です。突然本当の理解はできないですからゆっくりゆっくり進まなければならない。その最初の段階は頭で理解。頭で最初は理解してください。これは反射みたいです。間違った同一。なぜならあなたの本性は神聖な、純粋なアートマンです。そのことを最初は頭で理解してください。理解して識別してください。識別して識別して最後に本当に理解できます。本当に縛ることはできません。なぜならそれは間違った考えで、無知の影響で、マーヤー（幻影）の影響でその種類の間違った認識が生まれるからです。
（質問）

仏教では悪い魂は閻魔のところへ行き閻魔の法廷でバラバラに解体されて巨大なかまどの中に投げ込まれます。イスラムではコーランで最後の審判で巻物を手にしている者は天に召されるけれども巻物を背負っている者は燃え盛る火の中に投げ込まれますね。それから黙示録キリスト教の聖書の場合は、悪いことをした罪人の魂は死後の世界で剣士たちによって池に投げ込まれまして、そうすると我々の魂というのは全部アートマンではあるけれども消滅してしまうことになっている訳ですよね。インドにもそういう概念はある訳ですけれども、仏教やイスラム、キリスト教、ユダヤ教の旧約聖書にあるようにバラバラに解体されて骨の山になっていると。そういうような文章がありますがそれについてどう思いますか。
（答え）

悪いことした者が死んだ後に審判を受けたり、解体されたりというこのようなスピリットというのは、アートマンと全然違います。それは幽霊ですね。それは本当のアートマンではない。それも間違った考えです。自分の例えば純粋なアートマンは、例えば悪い人の中に純粋なアートマンはありますけれども悪い人はそのことを理解しない。それも無知の影響です。例えば幽霊の中にも純粋な魂、純粋なアートマンがあります。ですけれども間違った考え、自分のカルマ、悪いカルマの結果、これを同一して、私は悪い人になりました、私は幽霊になりました、その種類の考えが生まれます。すべて間違った考えによってです。私は罪人、それも間違った考え。私は無罪です。私は無知な人、私は罪人、それから、私はいつも苦しみます、楽しみます、全部は間違った考えです。本当に悪いスピリットというのは、本当にないです。悪いスピリットというのも一時的な考えです。スピリットは本当に純粋です。悪いスピリットというその種類の考えは例えば罪人、その考えもそれは本性ではない。スピリットもそれが本性ではない。本性ではないですから一時的です。とりあえず、とりあえずとは1年、10年、30年、100年のこともあります。それも一時的でしょう。もちろんこのような考えも最後に変化をします。その状態は変化します。純粋な意識、純粋なアートマンは現れます。なぜなら純粋な意識は本性ですから。
（質問）

プラクリティのバランスが崩れたときに宇宙の創造が始まり、平衡だったもののバランスが崩れたときに宇宙が始まると仰いましたが、そうすると宇宙の創造よりも先にプラクリティは存在していたということでしょうか。
（答え）

もちろん、そうです。もちろんプラクリティはあります。そのとき何も出ていない。ですがあります。
（質問）

プラクリティは誰が作ったのでしょうか。

（答え）

誰が作ったか、これはブラフマンです。ブラフマンから出ています。例えば、火。火と光は、一つはライト、もう一つは熱です。ライトと熱と火。分けることができますか。わかりますか、皆さん。火と火の性質、例えば、光と熱、わけることはできないでしょう。ブラフマンとプラクリティも同じです。ブラフマンとプラクリティ、これがサーンキャ哲学とヴェーダーンタ哲学の大きな違いです。サーンキャ哲学でプラクリティは別、プルシャは別。両方無限です。両方無限。ですけれどもプラクリティは自分で働くことができない。プルシャの影響でプラクリティは始まります。プラクリティは働きます。なぜならプラクリティは無意識ですから。それがサーンキャ哲学の言うこと。ヴェーダーンタ哲学の言うことは二つの無限はできない。無限は一つだけです。わかりますか。無限は一つ。無限二つはできないでしょう。矛盾でしょう。二つの無限はあり得ない。無限とは常に一つです。そしてヴェーダーンタの議論はサーンキャ哲学の言うことは正しくないとしました。なぜなら両方無限はできないでしょう。二つは無限ではありえません。無限は一つだからありえます。それは何でしょうか。ブラフマンです。それが非二元論的です。ブラフマンは自分からそのプラクリティを出します。例えば、火から熱と光が出ています。そしてそのことを考えれば、それは最初プラクリティもブラフマンの中に入っています。ブラフマンの例えば創造のとき、最初はブラフマンからプラクリティが出ます。プラクリティから次はバランスが崩れたとき創造のプロセスは始まります。別々ではない。プラクリティとブラフマンは別々ではない。
（質問）
そうすると、どんな宇宙の創造の場合も必ずプラクリティは3性質あって例えばある宇宙の創造のときにサットワ100％であることは不可能ですか。
（答え）

ないです。なぜなら創造のときバランスが崩れないと創造はできないからです。例えば金の飾り。100％の金でできた飾りはできないでしょう。他の合金をまぜないと。100％の金の飾りはできないです。例えば、100％のサットワでは創造はできないです。
（質問）
それはブラフマンの全能さを制限しているのではないのですか。我々人間が。
（答え）

もちろんそれは無知の状態はそれでしょう。それは無知の状態です。無知の状態のとき、無知は制限ですね。本当に純粋な意識、知識のときそれはないです。

（質問）

ブラフマンが宇宙を作るときは必ず3つのグナが存在するというのは我々が全能のブラフマンの行動を決め付けているのではないのでしょうか。

（答え）

最初を考えてください。皆反射です。いま我々が本当に純粋な意識、例えばサマーディに入るときそのことがわかります。サマーディに入るとき。サマーディからもし次の段階、普通の段階になりますとそれは相対的な状態ですね。相対的な状態で我々の考えは正しくないです。相対的な状態の中から絶対のことを理解できないでしょう。それを考えてください。ブラフマンは絶対的です。我々のいまの状態は相対的です。相対的なところから絶対のことをはっきりわかりますか。できないでしょう。無理です。わかりますか。そしてその考えはいつも正しい考えではない。なぜならいまの状態の我々は一番賢い人も相対的な状態の中にいます。それなのにそうして相対的なところから絶対的なことがわかるでしょうか。絶対の状態に入って絶対のことを本当にわかります。それはサマーディのときです。いまの理解、ブラフマンはそれで、パーセントはそれで、どれが正しい、どのくらいが間違い、どのぐらいが無知、どのぐらいが知識、その考えはみんな相対的な状態でいるときの考えです。そしてシュリ・ラーマクリシュナの言葉が一つあります。時々私は考えます。神様はとてもやさしい。親切。なぜなら神様の恩寵で我々は生きています。我々は神様の恩寵で大きな事故から守られています。神様はとても親切ですね。しかし地震のとき、神様はとても残酷です。子供、親切な人、皆さん亡くなります。そのとき神様はとても残酷です。なぜなら我々の知性はとても有限です。有限な知識で無限のことを理解できないでしょう。我々は有限な知識で話しています。どうして無限のことを理解できるでしょうか。これはシュリ・ラーマクリシュナの福音の中にありますね。コップの中に、例えば紅茶、どのくらい入れることができますか。例えば、150ccくらい入れることができますか。しかしもしコップの中に1000cc入れたいとすれば入らないでしょう。我々のいまの理解のレベル、知性のレベルは本当にそれです。限度があります。限度がありますから有限でしょう。神様、絶対の真理は無限です。我々は有限な知恵で無限の存在を理解できないです。ですけれどもできるだけ理解することも大事です。そうしないと進めない。100％理解できない。それを少し考えてください。もちろん理解もできます。そうしないと進めないでしょう。識別もできないでしょう。識別のために、理解のために、しかし限度があります。その限度も超越します。いつ超越しますか。サマーディのとき。サマーディのときその限度も超越します。それが悟りでしょう。そのとき個人的な内なる自己アートマンと偉大なアートマンが一つになります。それが絶対の状態。絶対的な状態。そのとき本当に理解できます。絶対。しかしまた戻って来るとその経験を言うことができない。サマーディの状態に入った後、その経験は何でしたか。絶対。もちろん絶対のものを理解してもサマーディに入って戻ったあとその経験を説明することができない。なぜならどのように話しますか。会話の感覚でしょう。会話の感覚の力には限度があります。会話の感覚には限度がありますから、その感覚で無限のことを話すことはできないです。シュリ・ラーマクリシュナはとてもおもしろい。ラーマクリシュナの福音の中で言っています。なぜなら自分の信者をとても愛していますから、サマーディの状態のとき私の経験は何ですか。あなたたちに私は本当に話したいです。私はそのとき何を経験するのか。しかし話したいけれども話すことができません。どうして話すことができないのでしょう。なぜなら会話の感覚には限度がありますから。その会話の感覚で無限のこと、ブラフマンのこと、絶対のことを話すことはできない。それが理由です。例えば、聖典の目的は何でしょうか。聖典の目的はできるだけ、できるまで、理解します。最後までできないですけれどもできるだけ、できるまで、説明します。その感じで聖典は作られました。自分でもし実践しないとわからない。それのために個人的なレベルで理解が大事です。その理解も頭だけではなく。頭だけではなく、それは最初の段階ですけれども、最後に本当の理解。それがすべての聖典の目的です。相対的な状態でできるだけ説明します。それが聖典の目的です。
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